


感
と
信
頼
性
の
高
さ
が
何
よ
り
の
特

徴
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
小
回
り
が
利
く

の
で
、
遊
覧
飛
行
に
は
も
っ
て
こ
い

の
性
能
で
あ
る
。

　

　

飛
行
機
に
乗
り
込
む
前
は
入
念
な

ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
。
携

帯
電
話
な
ど
電
磁
波
や
電
波
を
出
す

も
の
は
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
事
務
所
に
預
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
要
な
金
属

類
も
全
て
外
し
、
金
属
探
知
機
で
く

ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
初
め
て
空

港
の
敷
地
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

空
港
施
設
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
格
納
庫
か
ら
外
に
出
る
と
、
ヘ

リ
や
小
型
飛
行
機
、
旅
客
機
の
飛
び

立
つ
姿
を
眼
前
に
楽
し
め
る
。
タ
イ

ト
な
機
体
の
後
部
座
席
に
座
る
と
、

多
く
の
計
器
に
囲
ま
れ
た
コ
ク
ピ
ッ

ト
が
見
え
、
そ
れ
だ
け
で
も
気
分
は

高
ま
っ
て
く
る
。
安
全
器
具
や
飛
行

上
の
注
意
に
目
を
通
し
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
っ
か
り
と
締
め
、
離
陸
ま

で
の
時
間
を
待
つ
の
も
、
空
へ
の
期

待
を
高
め
て
く
れ
る
ス
パ
イ
ス
だ
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
務
め
る
田
島
茂
機

長
は
、飛
行
時
間
が
７
５
０
０
時
間

を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン
。30
年
以
上
に

わ
た
っ
て
セ
ス
ナ
機
を
操
縦
し
て
お

り
、飛
行
技
術
は
折
り
紙
つ
き
だ
。

「
基
本
に
忠
実
に
、常
に
安
全
な
空
の

旅
を
提
供
す
る
の
が
当
然
の
義
務
」

と
話
し
、操
縦
桿
を
握
る
。

　

管
制
か
ら
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
の
後
、

エ
ン
ジ
ン
の
ス
ロ
ッ
ト
ル
が
開
き
、

滑
走
路
に
向
け
て
機
体
は
動
き
出

す
。
視
点
の
低
さ
と
相
ま
っ
て
、
通

常
の
旅
客
機
で
は
味
わ
え
な
い
空
港

長
は
、飛
行
時
間
が
７
５
０
０
時
間

年
以
上
に

わ
た
っ
て
セ
ス
ナ
機
を
操
縦
し
て
お

り
、飛
行
技
術
は
折
り
紙
つ
き
だ
。

「
基
本
に
忠
実
に
、常
に
安
全
な
空
の

旅
を
提
供
す
る
の
が
当
然
の
義
務
」

　

管
制
か
ら
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
の
後
、

エ
ン
ジ
ン
の
ス
ロ
ッ
ト
ル
が
開
き
、

滑
走
路
に
向
け
て
機
体
は
動
き
出

す
。
視
点
の
低
さ
と
相
ま
っ
て
、
通

い
た
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
る
津
波

被
害
で
機
体
が
使
用
不
能
に
な
る
な

ど
し
て
休
止
に
。
そ
の
後
、
し
ば
ら

く
し
て
遊
覧
以
外
の
業
務
を
再
開
。

昨
年
7
月
に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
同
社

が
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
休
止
し
て
い

た
遊
覧
飛
行
を
約
8
年
ぶ
り
に
復
活

さ
せ
た
。

　

使
用
さ
れ
る
機
体
は
米
国
製
の
セ

ス
ナ
１
７
２
型
。
５
５
０
０
Ｃ
Ｃ
水

平
対
向
型
の
４
気
筒
空
冷
エ
ン
ジ
ン

を
備
え
、
販
売
開
始
か
ら
の
累
計
生

産
数
は
４
万
機
以
上
と
、
世
界
で
愛

さ
れ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
モ
デ
ル
だ
。

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
安
定
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の
風
景
が
楽
し

い
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
離
陸

だ
。
勢
い
良
く
回
り
だ
す
プ

ロ
ペ
ラ
と
と
も
に
、
機
体

は
滑
走
路
を
加
速
し
、
あ
っ

と
言
う
間
に
地
上
を
離
れ
て

し
ま
う
。
気
づ
け
ば
も
う
空

の
上
に
な
り
、
心
地
良
い
浮

遊
感
に
包
ま
れ
る
。
高
度
は

３
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
一
気
に

上
昇
し
、
地
域
の
風
景
が
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
よ
う
に
な
る
。
普
段
生
活

し
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て



仙台国際空港から
TAKE OFF!!

は
、
見
慣
れ
た
景
色
を
ま
っ
た
く
違

う
角
度
か
ら
見
る
の
は
新
鮮
で
、
多

く
の
発
見
が
あ
る
だ
ろ
う
。
機
体
を

傾
け
な
が
ら
旋
回
し
、
じ
っ
く
り
と

空
の
散
歩
を
楽
し
め
た
。
こ
の
日
は

空
港
が
混
み
合
い
、
空
中
で
の
待
機

時
間
も
長
か
っ
た
た
め
、
通
常
15
分

の
飛
行
に
加
え
て
10
分
ほ
ど
長
く
遊

覧
飛
行
を
堪
能
で
き
た
。

　

　

現
在
あ
る
遊
覧
飛
行
コ
ー
ス
は
５

つ
。
岩
沼
市
ま
た
は
名
取
市
、
長
町

周
辺
、
仙
台
市
街
、
松
島
方
面
、
蔵

王
方
面
と
さ
ま
ざ
ま
だ
。
岩
沼
、
名

取
は
特
に
地
域
の
人
た
ち
に
人
気
が

高
く
、
ま
ち
の
変
化
を
上
空
か
ら
観

察
で
き
る
。
長
町
や
仙
台
市
街
は
大

都
市
の
ス
ケ
ー
ル
を
体
感
で
き
、
日

本
三
景
松
島
の
遊
覧
も
人
気
。
蔵
王

方
面
は
、
特
に
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

が
良
い
と
い
う
。
空
の
旅
は
安
全
の

た
め
に
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、

事
前
に
電
話
確
認
す
る
の
を
お
勧
め

す
る
。

　

同
事
業
所
の
小
林
弘
幸
所
長
は

「
震
災
を
乗
り
越
え
て
、
宮
城
の
空

に
８
年
ぶ
り
に
遊
覧
飛
行
を
復
活
さ

せ
ら
れ
た
。
地
域
の
復
興
を
空
か
ら

確
認
す
る
の
も
可
能
。
手
ご
ろ
な
観

光
と
し
て
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

移
動
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
空

か
ら
景
色
を
楽
し
む
方
法
と
し
て
遊

覧
飛
行
を
選
択
し
て
み
よ
う
。
き
っ

と
今
ま
で
に
な
い
体
験
が
で
き
る
は

ず
だ
。

小林弘幸所長（左）と田島茂機長（右）

小型機で体験する爽快な空の散歩

宮城の四季を遊覧飛行で満喫。雄大な自然をバックに、15分～60分のフライトコースを運航。
乗った人にしか分からない遊覧飛行での感動を味わってほしい。

● 搭乗は事前予約制。
● セスナ機は3人まで搭乗可能。（最低運航実施人数：大人2人以上）
● 3～11歳：子供料金、12歳以上：大人料金。
● 3歳以上の子どもは1人まで。2歳までの子どもは保護者の膝の上での搭乗となり、その場合は1人まで。
● 安全を最優先するため、天候などの理由により当日の飛行が出来ない場合有り。
● 飛行当日は余裕をもった集合を。（離陸前30分）

※掲載料金は1人分の価格。

新中央航空株式会社 仙台事業所　☎0223-23-1041
住 所  宮城県岩沼市下野郷北長沼4　　　　　　 営業時間  AM8：30～PM4：30

ホームページ  https://www.central-air .co.jp　　　 その他  航空写真撮影の相談可能。

コース 所要時間 大人料金（税込） 子供料金（税込）

Ａ 岩沼市または名取市 15 分   6,800 円   4,700 円

Ｂ 長町周辺 20 分   9,070 円   6,260 円

Ｃ 仙台市街 30 分 13,610 円   9,400 円

Ｄ 松島方面 50 分 22,680 円 15,660 円

Ｅ 蔵王方面 60 分 27,220 円 18,790 円
MAPは

QRコードからも
確認できます


